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【理念】

すべての市民の可能性を高め、すべての市民が輝く淡路市

【将来像（キャッチコピー）】

More AWAJI. 暮らすほど、好きになる。

（補足説明）

理念とは、まちづくりの“考え方・価値観”（ブレない軸）
将来像とは、その理念のもとで実現したい“まちの姿”（ゴールの見せ方）

理念のもと、人と人とのつながりや関わりが広がることでまちの価値が高まり、
暮らすほどに愛着が深まるまちをめざします。

理念・将来像
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「More」には

「MORE」には、淡路市の魅力や価値を

さらに高めていくことそして、市民一人

ひとりの可能性や挑戦が広がり

自分らしく輝けるまちを目指すという

想いを込めています。

ロゴイメージ

人と人、地域と地域
を繋ぐ架け橋をイメージ

海や風のリズム
ゆったりとした
時間の流れ

豊かな自然と
暮らしを育むあたたかさ

将来像（キャッチコピー）に込めた思い

「暮らすほど、好きになる」には

市民アンケートやワークショップで

出てきた“愛着”や“住みやすい”と感じ

ている方の思いを表現しています。

かつては“島外にいる人の想い”から

生まれた将来像。

今回は、“今ここで暮らす人の実感”

から生まれた将来像へとバトンを繋ぎます。

なぜあえて「英語」なのか？

意味を一つに固定しないことで、市民一人ひとりの関わり方そのものが、この言葉を育てていく設計としています。

また、言葉のストーリーを職員や市民が誇りを持って語れるようにという思いを込めています。 2
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～暮らしそのものをブランド化する～
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国勢調査 推計

淡路市の推計人口

国勢調査

Sim１（2040年TFR2.07 移動均衡）

Sim２（2030年TFR1.83、2060年2.07）

推計人口（最新動向を踏まえた趨勢人口）

（人）

淡路市将来人口シミュレーション（2100年まで）
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出生 死亡 移動

Sim１
2040年に

人口置換水準の2.07

社人研の生残率仮定値

を採用

2040年に移動を均

衡

Sim２
2030年に1.83

2060年に2.07

社人研の生残率仮定値

を採用

社人研の純移動率

仮定値

最新

動向

社人研の子ども女性比

仮定値から換算した合

計特殊出生率

社人研の生残率仮定値
社人研の純移動率

仮定値

合計特殊出生率：女性が一生のうちに産む子どもの数を示す指標
（淡路市の令和２年国勢調査による合計特殊出生率 1.37）

人口置換水準(2.07) ：人口を将来も維持するために必要とされる出生率



基本目標 施策分野 関係部署 分野横断の戦略的アプローチ R8年度 淡路市長施政方針 6つの柱

（共創）
More

TOGETHER
一緒につくる
これから。

共創で進める持続可
能なまち

（人）
1.More PEOPLE

可能性が、
育つまちへ

人を育み、
“やってみたい”
を支え合うまち

子ども・子育て

福祉

DX推進
シティプロ
モーション

少子化対策・未来を担う人づくり

健康福祉
高齢化対策・健康長寿でいきいきと暮らせ
るまちづくり

地域福祉 人口減少対策・選ばれるまちづくり

障がい者福祉

高齢者福祉

学校教育

教育生涯学習、スポーツ

歴史・文化

市民交流
市民生活

人権・男女共同

（暮らし）
2.More LIFE

心地よい暮らしを、
いつまでも

安心と心地よさが、
暮らしを支え続けるまち

自然環境 市民生活

住環境

都市整備

安全安心対策の強化・強靭(じん)なまちづ
くり

上下水道

道路・交通

防災・減災 危機管理

移住・定住 企画情報

（活力）
3.More ENERGY
地域の宝が、
まちの力に

地域資源を、新たな
価値へ変えていくまち

農業・水産業

産業振興

経済振興・新たな魅力と活力の創出

商工業

観光

企業誘致
企画情報

ふるさと納税

行財政 総務 行財政改革・持続可能な市政運営の確立

基本目標（章） まちづくりの方向性（節／基本施策）

第1章 共に築く次世代につなぐまち
（共生・協働・行政経営）

1 互いに尊重する共生社会の実現

2 協働によるまちづくりの推進

3 交流の促進

4 持続可能な行政経営の推進

第2章 安全安心で快適に
暮らせるまち
（定住環境）

1 定住拠点の整備

2 道路交通網の整備

3 公共交通機関の充実

4 上・下水道の整備

5 地域におけるデジタル化の推進

6 安全安心対策の強化

第3章 支え合い健やかに
暮らせるまち

（保健・医療・福祉）

1 健康づくりの推進

2 支え合う地域福祉の推進

3 高齢者福祉の充実

4 障がい者（児）福祉の充実

5 出会いから子育てにつなぐ一貫した支援の充実

第4章 ふるさと淡路を学び
創り育てるまち

（教育）

1 学校教育の充実

2 生涯学習の充実

3 スポーツ・レクリエーションの充実

4 人権教育の推進

第5章 地域資源と地域活力が
あふれるまち
（産業）

1 環境先進地への取組

2 地域産業の活性化（農漁業）

3 地域産業の活性化（商工業）

4 地域資源の活用（歴史文化）

5 地域資源の活用（観光振興）

※ 市の施策を分かりやすく整理しつつ、すべての分野を過不足なくカバーし、横断的な取組を効果的
に進めるため、3つの柱で構成しています。    

※ 施策分野を簡潔な単語で整理することで、分野の全体像を市民に分かりやすく示すとともに、体系
的な整理と進捗管理をしやすくしています。    

   

第3次基本計画（案）第２次後期基本計画 

総合計画施策体系図（案） 

5基本目標：目指す状態（方向性）
施策分野：具体的に施策を取り組む分野
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～まちの未来の描き方～



今後の展開イメージ

総合計画を飛び越えて日常の中で市民が感じられるものに
7



策定スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

第３次淡路市総合計画基本構想の策定

第３次淡路市総合計画基本計画・第３期総合戦略策定

第３次淡路市総合計画・第３期総合戦略全体版の策定

パブリック・コメントの実施支援

概要版の原稿作成

計画書及び概要版の印刷製本

❸ ➍ ➎➏ ➐

① ② ③ ④⑤⑥

令和８年度

審議会

庁内会議

プレ
パブコメ
（予定）

（直近のスケジュール）

６月８日 （月） 第３回審議会
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